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メッシュWi-Fiルーター「RT2600ac」「MR2200ac」

　複数のアクセスポイント（AP）を無線
通信でつなぐメッシュWi-Fiは、多くの
Wi-Fiデバイスを接続しても安定的に通
信できる環境を構築するのに最適だ。
電波干渉を気にせずに済み、また機器
ごとに異なるSSIDやチャネル管理をし
なくてよいといった点も魅力だ。
　なかでも大きなメリットが、Wi-Fiネッ
トワーク全体を一元管理できること。
APごとに設定・管理するのではなく、
メッシュ状に張り巡らされたWi-Fiエリ
アを容易に管理できる。ただし、その効
果を最大化するには、カバーエリアの広
さなどハードウェア性能だけではなく、
管理ソフトウェアの完成度にも注目して
製品を選ぶ必要がある。

ハード・ソフトの総合力で
選ばれてきた実績を持つSynology
　Synologyというブランドを聞いて、ま
ず思い出すのはNAS製品群ではない
だろうか。高度にインテグレートされ、

単体でクラウドとの連携や、PCのバッ
クアップデータからP2V（マシンの仮想
化）まで行えるほど多様な機能を持つ。
単なるファイルサーバでは飽き足らない
ハイエンドコンシューマ層や、小規模ビ
ジネス層にファンが多い。
　その同社が販売するメッシュWi-Fi
製品「RT2600ac」「MR2200ac」も同様
に、ハードウェアだけでなくソフトウェア
の充実に力を入れた製品だ。
　ハードウェアの特長から見ていこう。
　RT2600acを中心に据え、MR2200 
acを6台まで接続してWi-Fiエリアを
構築できる。RT2600acに全APが直
接つながるスター型ネットワークはもち
ろん、APを数珠つなぎにするデイジー
チェーンにも対応する。なお、どちらも
有線 LANポートを備え、バックホール
に有線LANを使えば最大で1プライマ
リー+12Wi-FiポイントのMR2200acを
1つのネットワークとして管理可能だ。
　なお、無線 APというとMU-MIMO

への対応やビームフォーミング機能の搭
載等を売りにする製品が多いが、両製
品とも当然、それらに対応している。
　特筆すべきは、ハードウェアとしての
性能の高さだ。RT2600acはデュアル
コアCPUにDDR3 512MB のRAM
を、MR2200acはクアッドコアCPUに
DDR3 256MBのRAMを搭載。ハイエ
ンドスマートデバイス並みの性能を持
つ。
　さらに、RT2600acはデュアルWAN
に対応する。有線WANポートに加えて、
LANポートを1つWANに割り当てる
か、USBポートにLTEモデムを取り付
けることでWANを冗長化できる。固定

回線を2本束ねて高速性と高可用性を
備えるWANを構築することもできるし、
固定回線をメインに安価なLTE回線を
バックアップに使ってコストを抑えつつ
可用性を求めることもできる。

マルチタスク対応のWeb GUIで
これまでになく容易な設定・管理
　ソフトウェア面で目を奪われるのは、
高機能なGUI画面だ（右上画像）。
　Synology Router Manager（以下、
SRM）はマルチタスクに対応しており、
MACアドレス一覧やDHCPから払い出
されたIPアドレス一覧を見ながらポー
ト開放の設定を行なえるなど、これまで
のWi-Fiルーターでは得られなかった
運用体験ができる。
　しかも、これらのGUI機能はすべて
Webブラウザ上で動作するので、ネッ
トワーク管理に利用する機器も選ばな
い。設定画面は日本語化されているの
で、その点でも使い勝手の心配はない。
　SRMには大きく分けて2つの機能が
ある。1つはネットワークの可視化と機
器の設定・管理。もう1つがセキュリティ
機能の設定・管理だ。
　ネットワークの全体像はSRM上にグ
ラフィカルに表示され、複数のAPの接
続状態が簡単に確認できる。また、各
APやネットワーク全体のパフォーマン
ステスト結果も表示できるので、Wi-Fi
ネットワークが健全な状態で運用でき
ているかどうかも手軽にチェックするこ

とが可能だ。

セキュリティは追加コスト不要
端末とユーザーを結びつけて管理
　多様なセキュリティ機能もあらかじめ
組み込まれている。嬉しいのが、それら
を追加コストなしの“標準機能”として
使える点だ。
　高機能Wi-Fi製品では一般的に、セ
キュリティ機能を使うために追加のコ
ストがかかるものが多いが、Synology 
Japanでセールスマネージャーを務め
る田野久敏氏は「当社の製品は基本
的にセキュリティ機能が無償で使える。
VPNルーター機能のみが例外で、それ
以外は追加のコストは不要だ」と話す。
これも、RT2600ac/MR2200acがユー
ザーから支持を集める理由だ。
　Webフィルターや広告ブロック、IDS/
IPS（不正侵入検知／防止、RT2600ac
のみ）、ログ解析からレポート生成まで、
多くのセキュリティ機能が自由に使え
る。Webフィルターは内蔵データベース、
ブラックリスト、ホワイトリストの各方式
に対応。さらに、ユーザーからのブロッ
ク解除依頼機能まで備わっている。
　また、「世界で最初にWPA3の認
定を受けた」（田野氏）ことも注目だ。
WPA2に比べてはるかに強度が増した
最新のセキュリティ機能が使える。
　設定も容易だ。スマートフォンやノート
PC等のデバイスごとに設定プロファイ
ルを作成できるので、新たにデバイスが

接続された場合にも、プロファイルを割
り当てるだけで手軽にセキュリティレベ
ルを維持できる。また、これらのデバイ
スとユーザーを結びつけて、ネットワー
ク接続時間を管理できるのも面白いポ
イントだ。複数のデバイスを使い分けて
いるユーザーがいても、1人ひとりのネッ
トワーク接続時間を監視、管理できる。
　最後に、オフィスや店舗で特に役立
つ機能も紹介しよう。
　1つはゲストWi-Fi機能だ。業務用
のとは別にSSIDを設けて、社内ネット
ワークと分離したインターネット接続を
提供できる。田野氏によれば、「3クリッ
クで設定が完了する」ほど簡便に使え、
利用可能な時間やゲスト用ポータルの
指定等の細かい設定も可能だ。
　もう1つは、充実したVPN機能であ
る。こちらは有償オプション※になるが、
外部からオフィスに接続するSSL VPN
や複数のオフィス間を結ぶSite-to-Site 
VPN、Web画面だけを転送するWeb 
VPN等が用意されている。複数のオ
フィスをまたぐネットワークを一元管理
することも可能なので、すべてのオフィ
スにネットワーク管理者を置く必要もな
い。初めてのネットワーク構築にも安心
して使えるシステムと言えるだろう。

Synology

ハード性能に加えてソフト機能も充実!
話題のメッシュWi-Fiを選ぶならSynology
複数のアクセスポイントを配線無しでつなぎ、隅々まで電波が届く快適な無線LAN環境が作れるメッシュWi-Fi。導入を検
討する場合、何を重視して製品を選べばいいのか。その答の1つを示してくれるのが、高機能NASで有名なSynologyだ。
ハイエンドコンシューマ機並みの価格で、ビジネスにも十分活用できる製品を提供している。

※  �1ライセンスの価格は9.99米ドルで、30日間無料トライアルが付属する。 
また、クライアントVPNアクセスは1つの無料ライセンスが付属する
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図表　メッシュWi-Fiネットワークの構成例

プライマリー
Wi-Fiポイント

店舗：500㎡

RADIUS機能が
利用可能Site-to-Site VPN接続

ゲストWi-Fiが有効化
●ゲストポータルでお店・ブランドをPR
●スケジュールやパスワードローテーション

設置場所が遠い場合
にLANで接続可

プライマリー
Wi-Fiポイント

事務所・オフィス：200㎡

●怪しいネットワークトラフィック・
デバイスを検出
●接続ログ・インターネット利用状
態がすぐにわかるレポート

ビジネス向けのSSL VPNとWebVPN
●社員が外出中でも社内システムへ安全
にアクセスできる
●高速で手間がかからない
●多数のプロトコルに対応

設定・管理用のGUI機能「Synology Router Manager」
で、メッシュ型Wi-Fiネットワーク全体を効率的に管理
できる

SynologyのメッシュWi-Fiルーター

MR2200ac

RT2600ac

Web Review


